




東京電力福島第一原子力発電所事故の原因と事象進展（１～３号機）

○「地震・津波によって、全交流電源に加え直流電源も喪失する①完全電源喪失及び冷却用海水ポン
プも使用不能となる②冷却機能喪失となり、炉心冷却が不十分となったため炉心溶融に至った」との
基本的な共通理解が得られている。

地震による電気設備の損傷等により外部からの受電系統７回線の全て
が受電停止。 （「外部電源喪失」）
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地震による揺れを受けて、当時運転中であった１～３号機は、速やかに
原子炉が停止。

非常用ディーゼル発電機、配電盤、蓄電池等の電気設備の多くは、海に
近いタービン建屋等の地下階に設置されていたため、建屋浸水により殆
どが同時に水没・被水し機能を喪失。

（その後、機能を維持していた３号機蓄電池も枯渇し、外部電源に加えて
所内電源機能も喪失する「完全電源喪失」となった。）

津波の到来により、海側に設置されていた冷却用のポンプ類が全て機能
喪失。津波到来後も機能を維持していた冷却機能についても、その後の
直流電源を含む完全電源喪失等により機能を喪失。（「冷却機能喪失」）

水位の低下により炉心が露出し、炉心損傷・溶融に至った。その際、燃料
の被覆管中のジルコニウムと水が反応し、大量の水素が発生、原子炉建
屋内に漏えいし、水素爆発が発生。（「炉心損傷・溶融/水素爆発」）

所内の非常用電源と冷却機能が作動（非常用ディーゼル発電機(D/G)が
起動し所内電源を確保、炉心冷却系も起動）。

→地震発生後、津波到来前までの間に、「止める」、「冷やす」、「閉じ込め
る」の安全機能は正常に働いた。
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（参考）原子炉を冷温停止に移行するための三要素

福島第一（１～３号機） 福島第二（１、２、４号）
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